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― 令和４年度 第２号 ― 
 

               

ク
ラ
ブ
員
名
簿 

□
敬
称
略
□ 

               
  ＊

今
号
□
□
編
集
後
記
□
□
□
紙
面

□
都
合
上
割
愛
□
□
□
□
□ 

 

 

【発行】 
令和 4 年 6 月 30 日 
通算 第 2 号 
【発行責任者】 
東京都退職校長会 
練馬支部 
支部長 斎藤 喩 

 

 

東 京 都 退 職 校 長 会 練 馬 支 部

 
 

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 
 

白
寿
二
名 

米
寿
三
名 

喜
寿
二
名 

 
 

 

□
今
年
度
の
長
寿
お
祝
い
の
会
員
□ 

 

 

□
□
□
□
練
馬
支
部
□
□
□
東

京
都
退
職
校
長
会
□
会
則
□
合

□
□
□
□
支
部
□
□
□
□
□
長
寿

□
会
員
□
対
□
□
□
祝
意
□
□

記
念
品
□
贈
呈
□
□
□
□
□
表

□
□
□
□
□
□
□ 

 

対
象
□
□
□
□
年
度
中
□
九

十
九
歳
□
迎
□
□
白
寿
□
八
十

八
歳
□
迎
□
□
米
寿
□
七
十
七

歳
□
迎
□
□
喜
寿
□
方
々
□

□
□ 

 

令
和
四
年
度
□
□
左
下
□
表

□
示
□
□
通
□
□
白
寿
二
名
□

米
寿
三
名
□
喜
寿
二
名
□
□
祝

□
□
□
□
□
□
□
□
白
寿
□
会
員

□
□
祝
□
□
□
□
□
三
年
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
七
名
□
先
生
方
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
心
□
□
□
祝
□

申
□
上
□
□
□
□
益
々
□
元
気

□
□
活
躍
□
□
□
□
！
□ 
 

例
年
□
練
馬
支
部
□
□
□
会

員
総
意
□
祝
意
□
表
□
□
□
□

□
長
寿
□
叙
勲
祝
賀
会
□
□
石
神

井
公
園
区
民
交
流
□
□
□
□
□

会
場
□
□
□
開
催
□
□
□
□
□

□
□
□
新
型
□
□
□
□
□
□
□
□
感

染
拡
大
□
伴
□
□
□
□
□
二
年
間

□
中
止
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
間
□
記
念
品
□
各
地
区
□

理
事
□
記
念
品
□
練
馬
区
教

育
長
□
□
□
祝
意
文
□
添
□
□

長
寿
会
員
□
□
自
宅
□
□
届
□ 

□
□
□
□
祝
賀
会
□
代
□
□
祝

意
□
表
□
□
□
□
□
□
□ 

 

今
年
度
□
□
□
□
新
型
□
□
□

□
□
□
□
□
沈
静
化
□
□
長
寿
□

叙
勲
祝
賀
会
□
□
開
催
□
□
□

□
□
□
心
□
□
願
□□
□
□
□
□ 

 

知
□
て
い
ま
し
た
か
？ 

 
 

高
齢
者
叙
勲
制
度 

  

□
□
□
□
□
毎
年
□
春
□
秋
二

回
実
施
□
□
□
叙
勲
□
□
別

□
□
満
八
十
八
歳
□
□
□
□
国
家

公
共
□
功
績
□
□
□
□
人
□
叙

勲
□
□
□
高
齢
者
叙
勲
□
□
□
□

制
度
□
□
□
□
□
□
□
存
知
□

□
□
□ 

 
 

               

                   

□
□
制
度
□
□
最
終
勤
務
校
所

管
□
教
育
委
員
会
□
□
本
人
□

叙
勲
□
意
思
□
内
示
□
□
確
認

□
申
請
□
□
仕
組
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
既
□
春
□
秋
□

叙
勲
□
受
章
□
□
□
人
□
対
象

□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
□
□
次
□
□
□
□
理
由

□
□
申
請
洩
□
□
発
生
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□ 

①
叙
勲
候
補
者
□
□
□
□
□
登

録
□
洩
□
□
□
□
□ 

②
登
録
□
□
□
□
□
□
□
推
薦

洩
□
□
□(

候
補
者
死
亡
□

誤
認
□
□
□
□
□
□
□)

□ 

③
教
育
委
員
会
□
担
当
者
□
替

□
□□
□
□
□
制
度
□
精
通
□ 

  

□
□
□
□
□□
□ 

 
叙
勲
□
希
望
□
□
人
□
□
満

八
十
八
歳
□
誕
生
日
□
六
□
月

前
□
□
□
□
最
終
勤
務
校
所
管

教
育
委
員
会
□
庶
務
□
担
当
□
課

□
相
談
□
□
叙
勲
希
望
□
意
思

□
伝
□
□
□
□
□
肝
要
□
□
□ 

令
和
四
年
度 

長
寿
お
祝
い
の
会
員 

(

敬
称
略) 

 

◇ 

白 

寿 
 

橋
本 

重
夫 (

石
神
井
中
地
区) 

 

平
野 

一
男 (

大
泉
東
地
区) 

◇ 

米 

寿 
 

藤
井 

 

治 (

大
泉
西
地
区) 

 

櫻
井 

義
孝 (

開
進
北
地
区) 

 

沖
川 

 

洋 (

大
泉
東
地
区) 

 

◇ 

喜 

寿 
 

大
竹 

久
江 (

石
神
井
中
地
区) 

 

西
村 

陽
子 (

練
馬
地
区) 

 

 

東
京
都
退
職
校
長
会
□
□
□ 

難
□
□
希
望
者
□
□
有
償
頒
布
□ 

五
年
□
一
度
名
簿
□
作
成
□ 

 

□
□
定
□
□
□
価
格
□
一
冊
二
千 

全
会
員
□
無
償
頒
布
□
□
□ 

 

円
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
前
回
□
発
行
□
二
〇 

  

二
□
目
□
□
各
会
員
□
名
前
□ 

一
七
年
度
□
□
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
□
□
□
□
□
□
□□ 

□
□
□
五
年
経
過 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
□
□
□
□
□
□
付
□ 

□
□
今
年
度
□
発 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
□
□
□
□ 

行
□
予
定
□
□
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
□
□
八
桁
□
□ 

□
□
□
□  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
□
番
号
□
□
練
馬 

 

今
回
□
発
行
□
当
□
□□
□
□ 

支
部
□
□
□
自
身
□
番
号
確
認
□ 

□
□
□
□
□
二
□
□
点
□
変
更 

 

□
□
□
□
□
独
自
□
支
部
名
簿
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□  

 
 

 
 

 

作
成
□
支
部
全
会
員
□
配
付
□ 

一
□
目
□
□
都
本
部
□
財
政 

 

□
□
□
□
考
□
□
□
□
□
□ 

都
の
名
簿
が 

有
料
に
！ 

写真ｸﾗﾌﾞ(8 名)…柴和一、遠藤武司、中村澄雄、齋

藤喩、富岡義光、宮下忠夫、早川勉、清みど里 
歩こうｸﾗﾌﾞ(11 名)…◎南雲道幸、加藤良子、岡村幸

夫、西村陽子、添田禮子、原雅夫、山口恒人、深

町芳弘、大竹久江、河口正治、北鹿渡昭喜 
囲碁ｸﾗﾌﾞ(５名)…◎原雅夫、鈴木啓一、中村澄雄、

宮下忠夫、立谷博美 
カラオケｸﾗﾌﾞ(３名)…◎田中敬二、梅村勝、原雅夫  
 
（◎ 世話人）  いつでも入会可です。 
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― 令和５年度 第１号 ― 
 

                                   

今
年
度
第
一
号
□
□
支
部
□
□

□
□
□
□
届
□
□
□
□
□
□
原
則
□

理
事
会
□
開
催
□
□
□
月
□
発
行

□
□
予
定
□
□
□ 

 

組
織
改
革
検
討
委
員
会
□
提
言

□
受
□
□
□
新
□
□
一
年
□
□
□

□
□
□
全
会
員
□
活
動
□
盛
□
上

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

 

【発行】 
令和 5 年 4 月 20 日 
通算 第７号 
【発行責任者】 
東京都退職校長会 
練馬支部 
支部長 斎藤 喩 

 

 

東 京 都 退 職 校 長 会 練 馬 支 部

 
 

若
い
世
代
会
員 

行
動
し
よ
う
！ 

支
部
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か 

―

組
織
改
革
を
き
□
か
け
と
し
て
□ 

 

 
  
 
  
 
  
 
  

□
□
□
□
□
□

□
□
合
衆
国

第
三
五
代
大

統
領
□
□
□
□

□
□
大
統
領
就

任
演
説
□
中
□

述
□
□
言
葉
□

□
□ 

 
  
 
  
 
  
 
  

□
国
□
国
民
□

何
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
国
民
□
国
□

□
□
□
何
□
□

□
□
□
□
考
□

□
□
□
□
□
□□ 

□
□□
意
味
□
□
□
□
□
□ 

 

平
成
十
五
年
度
練
馬
支
部
□

会
員
数
□
三
四
九
名
□
□
六
〇

□
七
〇
歳
代
□
二
五
一
名
□
約

七
二
％
□
占
□
□
□
□
□
□
□ 
 

□
□
□
□
□
昨
年(

令
和
四)

年
度
□
□
会
員
数
九
四
名
□
対

□
二
八
名
□
約
三
〇
％
□
八
〇

歳
代
以
上
□
□
比
率
□
□
□
二

〇
年
□
逆
転
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
現
在
□
支
部
□
理
事
□

□
□
二
一
名
□
支
部
□
活
動
□

支
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
年
齢
別
内
訳
□
□
九
〇
歳

代
□
六
名
□
八
〇
歳
代
□
六

名
□
七
〇
歳
代
□
八
名
□
六
〇

歳
代
□
一
名
□
□
□□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
□
大
統
領
□
言
葉
□

□
国
□
□
□
支
部
□
□
□
国
民
□
□

□会
員
□
□
置
□
換
□
□
□
□
□
□

□
支
部
□
会
員
□
□
□
□
何
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
会
員
□
支
部
□
□
□
□

何
□
□
□
□
□
□
考
□
□
□
□

□
□□
□
□
□
□
□ 

 

支
部
組
織
改
革
検
討
委
員
会

□
提
言
□
□
□
□
今
年
度
□
□

□
□
□
□
十
□
□
□
地
区
□
四
□

□
再
編
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

練
馬
支
部
□
新
□
□
第
一
歩
□

踏
□
出
□
□
□
□
□ 

□
□
機
会
□
□
自
分
□
支
部
□

活
動
□
何
□
□
□
□
□
□
□
考
□

□
□
□
□
□
□
□
理
事
会
□
年

四
回
□
減
□□
理
事
□
一
員
□
□

□
支
部
□
活
動
□
支
□
□
□
□

□
□
□
五
□
□
増
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
所
属
□
□
仲
間
□
□

□
□
□
□
□
□
□
一
日
研
修
□

参
加
□
□
見
聞
□
広
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□ 

 

特
□
□
六
〇
□
七
〇
歳
代
□

□
□
□
□
動
□
□
会
員
□
方
々

□
□
□
支
部
□
活
動
□
積
極
的

□
参
加
□
□
□
□
一
翼
□
担
□

□
□
□
会
員
相
互
□
絆
□
深
□

□
□
□
□
□
□
□
支
部
□
活
動
□

□
□
□
活
性
化
□
□
□
□
上
□

欠
□
□
□
□
基
本
□
□
□
□
思
□

□
□
□ 

                      

令
和
五
年
度 

  
 

長
寿
祝
賀
会
員 

  

令
和
五
年
度
□
長
寿
祝
賀
会

員
□
□
次
□
方
々
□
□
□(

敬
称
略) 

             
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
米

寿
□
岩
田
先
生
□
□
高
齢
者
叙

勲
申
請
□
手
続
□
□
□
誕
生
日

□
六
□
月
前
□
□
□
最
終
勤
務

校
所
管
□
教
育
委
員
会
□
□
□ 

 

“ And so, my fellow Americans, ask 
not what your countory can do for 
you. Ask what you can do for your 
countory. ” 

編 

集 

後 

記 

年会費減額制度について 
  

東京都退職校長会では、満 95 歳を過ぎた会

員に対して、その翌年度から年会費の減額を以

下のように実施しています。 

 ○一般会員  年会費 ￥4000 円 

   (内訳)    都会費 ￥2500 円 

          支部会費 ￥1500 円 

 ○減額会員  年会費 ￥2800 円 

(内訳)    都会費 ￥1300 円 

          支部会費 ￥1500 円 

 令和 5 年度練馬支部の減額会員は、昭和 3

年 4 月 1 日以前に生まれた次の会員の方々で

す。(敬称略) 

鈴木光夫(練馬)     澤辺寅造(練馬) 

飯島 敏(練馬)     金森義政(石神井東) 

本波哲郎(石神井東) 宮澤歳男(石神井中) 

柴 和一(石神井西)  栁下昭夫(大泉東) 

 

○
白
寿 

 
 

 

宮
澤 

歳
男(

石
神
井
中) 

 

○
米
寿 

 
 

 

岩
田 

幸
彦(

練
馬) 

 

○
喜
寿 

 
 

 

園
田 

俊
雄(

豊
玉) 

 
 

 

寺
崎 

千
秋(

練
馬) 

 
 

 

田
中 

幸
伸(

大
泉
西) 

 
 

 

湯
地 

和
夫(

石
神
井
西) 

 

総会開催の 
ご案内 

１,日時…5 月 13 日(土) 
    午後 12 時 30 分 
２,会場…区民交流ｾﾝﾀｰ 
    2 階 展示室 
＊ 返信はがきで出欠の回

答を 5 月 8 日(月)必着で 
＊ 入部希望クラブ、近況

報告の記入も忘れずに 
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― 令和４年度 第 1 号 ― 
 

               

□
支
部
□
□
□
第
□
号
□
□
□
届

□
□
□
□
□
□ 

予
算
□
関
係
□
□
□
□
□
支
部

会
報
□
□
年
一
回
□
発
行
□
□
□
□

□
□
□
□
不
定
期
□
□
□
□
□
□

□
□
会
員
□
方
々
□
□
情
報
発
信
□

□
□
□
今
年
度
□
□
新
□
□
取
□

組
□
□
□
□
開
始
□
□
□
□
□ 

 

□
愛
読
□
程
□
□
□
□
□
□
願

□
□
□
□
□ 

 

 

【発行】 
令和 4 年 4 月 14 日 
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設
置
決
定
！ 

□
支
部
組
織
改
革
検
討
委
員
会
□ 

 
 

 
 

 
=

今
年
度
一
年
間
□
□
□
□
□= 

 

 

三
月
十
日
□
開
催
□
□
□
令

和
三
年
度
最
後
□
理
事
会
□
□

令
和
四
年
度
□
一
年
間
□
□
□

□
支
部
組
織
□
改
革
□
進
□
□

□
□
□
委
員
会
□
設
置
□
□
□

□
□
決
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
受
□
□
□
三
月
二
十

五
日
□
役
員
会
□
□
次
□
三
点

□
確
認
□
□
□
□
□ 

(

一) 

委
員
会
□
名
称
□
□
支
部

組
織
改
革
検
討
委
員
会
□

□
□
□
□ 

(

二) 

委
員
会
□
委
員
□
□
□
現

役
員
□
充
□
□
□ 

(

三) 

第
一
回
委
員
会
□
□
五

月
二
十
三
日(

月)

午
後
二

時
□
□
□
石
神
井
公
園
区

民
交
流
□
□
□
□
会
議
室

□
□
開
催
□
□
□ 

 
 

新
型
□
□
□
□
□
□
□
□
影
響 

□
□
□
二
年
間
□
支
部
□
活
動
□ 

殆
□
□
滞
□
□
□
□
□
□
□
間
□ 

体
調
不
良
等
□
理
由
□
□
□
常 

任
理
事
□
理
事
□
中
□
□
退
会 

□
□
□
方
□
□
出
□
□
□
□
□ 

□
□
後
補
充
□
□
□
□
□
□
□ 

状
況
□
□
□□
□
□
□
□ 

 
 

□
□
状
況
□
改
善
□
□
支
部 

□
活
動
□
維
持
□
充
実
□
□
□
□ 

□
□
□
組
織
□
在
□
方
□
検
討 

□
□
□
□
□
目
的
□
□
□
□
□
□ 

委
員
会
□
設
置
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□ 

 

現
在
□
支
部
組
織
□
課
題
□

挙
□
□
整
理
□
□
課
題
解
決
□
□

方
向
性
□
明
□
□
□
□
□
□
□

□
具
体
策
□
検
討
□
□
□
□ 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
中
間
□
□
□
□
□
□
理

事
会
□
提
示
□
□
意
見
□
募

□
□
最
終
□
□
□
□
□
活
□
□
□

□
□
□
□
□
組
織
改
革
□
伴
□

規
約
改
定
案
□
併
□
□
□
遅
□

□
□
二
月
□
理
事
会
□
□
提
案

□
□
□
□
予
定
□
□
□ 

 

委
員
会
□
□
月
一
回
□
□
□
□

□
□
□
開
催
□
□
□
計
画
□
□
□

□
□
□
□
□
□
委
員
一
同
□
□
□

□
□
議
論
□
重
□
□
□
実
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
考
□

□
□
□
□
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知
□
て
い
ま
し
た
か
？ 

 
 

年
会
費
減
額
制
度 

 

東
京
都
退
職
校
長
会
□
□
□

一
定
□
条
件
□
□
□
□
□
年
会

費
□
減
額
□
実
施
□
□
□
□
□
□ 

 

現
在
□
年
会
費
額
□
四
千
円

□
□
内
訳
□
都
会
費
二
千
五
百

円
□
支
部
会
費
千
五
百
円
□
□

□□
□
□
□
□ 

 

満
九
十
五
歳
□
過
□
□
翌
年

度
□
□
□
都
会
費
□
千
三
百
円

□
減
額
□
□
□
支
部
会
費
□
合

□
□
□
徴
収
額
□
二
千
八
百
円

□
□
□
□
□
□ 

 

今
年
度
□
該
当
会
員
□
次
□

九
名
□
方
々
□
□
□
□
敬
称
略
□ 

 
 

鈴
木
光
夫(

練
馬
地
区) 

 
 

澤
辺
寅
造(

練
馬
地
区) 

 
 

飯
島  

敏(

練
馬
地
区) 

 
 

金
森
義
政(

石
東
地
区) 

 
 

橋
本
重
夫(

石
中
地
区) 

 
 

宮
澤
歳
男(

石
中
地
区) 

 
 

武
田
圭
喜(

石
中
地
区) 

 
 

杉
森
弘
伴(
石
西
地
区) 

 
 

平
野
一
男(
大
東
地
区) 

 

 

支
部
組
織
改
革
検
討 

 
 

 
 

委
員
会
委
員
名
簿 

   

委
員
長   

齋
藤    
喩 

 
         

富
岡  
義
光 

 
         

添
田  

禮
子 

 

庶  

務   

原 
  

雅
夫 

 
         

大
竹  

久
江 

 

記  

録   

梅
村 

  

勝 
 

         

山
口  

恒
人 

 
         

湯
地  

和
夫 

 
         

中
村  

澄
雄 

 

令
和
四
年
度
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

当
□
□
□
残
念
□
□
□
□
□
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今
年
度
□
新
入
会
員
数
□
□
今 

□
□
□  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
□
□
□
定
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
□
□
練
馬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
□
会
員
□
力
□
結 

支
部
□
会
員
数
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

集
□
□
□
会
員
増
□ 

九
十
七
名
□
□
百 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

目
指
□
□
□
□
□
□ 

名
□
切
□□
□
□
□  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

既
□
退
職
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
□
未
加
入
□
仲
間
□
区
内
□ 

 

過
去
□
多
□
時
□
□
四
百
名 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
超
□
□
□
□
□
□
□
□
□□ 

 
 

 

知
□□
□
□
方
□
一
声
□
□
□ 

□
□
先
輩
□
会
員
□
□
聞
□
□ 

 

入
会
□
勧
□
□
□
□
□
□
□
！ 

支
部
会
員
数 

百
名
□
切
□ 

編 

集 

後 

記 

 

令
和
四
年
度 

総
会
開
催
の
ご
案
内 

今
年
度
□
総
会
□
□
左
記
□

通
□
□
開
催
予
定
□
□
□ 

○
日
時 

六
月
四
日(

土) 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
二
時
□ 

○
会
場 

区
民
交
流
□
□
□
□ 

 

詳
細
□
□
別
紙
□
案
内
□
□

覧
□
□
□
□
□ 
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小
学
生
の
頃
「
夏
休
み
の
勉
強
は

涼
し
い
内
の
十
時
ま
で
に
や
り
ま

し
ょ
う
。
」
と
担
任
の
先
生
か
ら
ご

指
導
い
た
だ
い
た
記
憶
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
七
十
年
後
の
今
夏
は

国
連
事
務
総
長
に
「
地
球
沸
騰
」

と
言
わ
せ
た
猛
暑
で
あ
った
。 

 

今
の
小
学
生
た
ち
が
我
々
の
年

齢
に
な
っ
た
時
の
こ
の
地
球
に
つ
い

て
、
真
剣
に
考
え
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
が
来
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
！ 
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事
業
部
が
新
規
事
業
を
来
年
三
月
開
催
！ 

 

「
練
馬
支
部
退
職
校
長
会
作
品
展
」 

 
 

 
 

 

＝
今
か
ら
出
展
の
準
備
を
！
＝ 

 

 
 

事
業
部
が
、
新
し
い
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名
も

「
練
馬
支
部
退
職
校
長
会
作
品

展(
仮
称)

」で
す
。 

 

昨
年
度
、
事
業
部
が
新
規
ク

ラ
ブ
を
募
集
し
た
中
に
「
作
品

展
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
希
望
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
発
展
し
た

形
で
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
現
在
、
上
村
文
輝
新
事

業
部
長
が
詳
細
な
案
を
練
っ
て

い
ま
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、 

① 

目
的
は
、
会
員
相
互
が
特 

技
、
趣
味
な
ど
の
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て
絵
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
及
び
写
真
な

ど
の
作
品
を
募
集
し
て
展
示

し
、
会
員
相
互
の
交
流
や
親

睦
を
深
め
る
。 

② 

展
示
期
間
は
、
令
和
六
年 

三
月
一
日(

金)

～
十
五
日

(

金)

の
十
五
日
間 

 

③ 

展
示
会
場
は
、
練
馬
区
立

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン

タ
ー 

と
い
う
素
案
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

昨
年
度
に
「
支
部
改
革
検
討

委
員
会
」
が
一
年
間
か
け
て
協

議
し
て
地
区
の
再
編
等
が
行
わ

れ
、
広
報
部
か
ら
は
、
昨
年
度

か
ら
業
者
委
託
の
た
め
に
年
一

回
の
発
行
に
な
った
「支
部
会
報 

                                

」
を
補
う
た
め
に
こ
の
「
支
部
だ

よ
り
」
が
発
行
さ
れ
た
の
に
続

く
、
事
業
部
に
よ
る
新
し
い
活

動
で
す
。 

い
ず
れ
も
支
部
の
活
動
が
、

よ
り
一
層
活
発
に
な
り
、
会
員

相
互
の
繋
が
り
を
強
め
て
い
き

た
い
と
い
う
願
い
か
ら
の
工
夫
と

な
って
い
ま
す
。 

練
馬
支
部
の
会
員
の
中
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
特
技
や
趣
味
を

お
持
ち
の
方
々
が
大
勢
い
ら
っし

ゃ
る
こ
と
は
、
理
事
会
の
時
々
に

開
催
さ
れ
る
「
ミ
ニ
講
演
会
」

や
、
年
一
回
発
行
さ
れ
る
「
支
部

会
報
増
刊
号
プ
ラ
ス
１
」
の
内
容

か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。 

 

詳
細
は
、
二
月
の
理
事
会
で
示

さ
れ
、
応
募
の
方
法
な
ど
に
つ
い 

     

今
年
度
の
「
長
寿
叙
勲
祝
賀

会
」
は
、
十
二
月
二
日(

土)

に
石

神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
午
後
一
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
日
配
付
さ
れ
た
開
催
案

内
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
一
緒
に
配

付
さ
れ
た
返
信
は
が
き
に
て
、

出
欠
の
ご
回
答
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
祝
賀
対
象
の
会
員
は
、
以

下
の
八
名
で
す(

敬
称
略)

。 
              

                  

て
全
会
員
に
「
お
知
ら
せ
」
が
届

く
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。 

我
こ
そ
は
と
思
う
会
員
各
位

は
、
こ
の
四
か
月
で
そ
の
準
備
に

全
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。
事

業
部
で
は
、
多
く
の
会
員
か
ら
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
ど
ん
な
作
品
が
揃
う
の

か
期
待
し
ま
し
ょ
う
！ 

     

☆
瑞
宝
双
光
章 

 
 
 
 
 
 
 
 

深
町
芳
弘(

光
が
丘) 

白
石
求
生(

練 

馬) 
〇
白
寿 

 

宮
澤
歳
男(

石
神
井) 

〇
米
寿 

 
岩
田
幸
彦(

光
が
丘) 

〇
喜
寿 

 
園
田
俊
雄(

練 

馬) 
寺
崎
千
秋(

光
が
丘) 

田
中
幸
伸(

大 

泉) 

湯
地
和
夫(
石
神
井) 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

          

退
職
か
ら
年
月
を
重
ね
、
外
出 

「用
事
」を
作
って
出
か
け
る
こ 

す
る
こ
と
も
現
職
だ
った
頃
よ
り 

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

少
な
く
な
り
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

地
域
の
敬
老
館
で
ス
ト
レ
ッ
チ 

 

そ
う
い
う
方
に
こ
そ
「き
ょ
う
い 

体
操
す
る
、
趣
味
の
絵
手
紙
教 

く
」と
「き
ょ
う
よ
う
」が
必
要
だ 

室
に
参
加
す
る
、
評
判
の
映
画 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
鑑
賞
に
行
く
、
贔 

 

「き
ょ
う
い
く
」と
言 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

屓
の
チ
ー
ム
の
応
援 

って
も
「教
育
」で
は
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
野
球
場
へ
行
く
、 

り
ま
せ
ん
。
「き
ょ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

支
部
の
ク
ラ
ブ
活
動 

よ
う
」と
言
って
も
「教 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

や
行
事
に
参
加
す 

養
」で
は
な
い
の
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

る…

。 
 

「き
ょ
う
い
く
」と
は
「今
日
行 

 
 

何
が
や
れ
る
か
、
ど
の
程
度
や 

く
所
」、
「き
ょ
う
よ
う
」と
は
「  

れ
る
か
、
い
つ
な
ら
や
れ
る
か…

。 

今
日
の
用
事
」と
い
う
こ
と
で
す
。 

自
分
の
体
力
等
と
も
相
談
し
て 

外
出
の
機
会
が
減
った
高
齢
者
に 

「き
ょ
う
い
く
」と
「き
ょ
う
よ
う 

と
って
は
、
自
ら
が
「行
く
所
」
や 

 

」の
計
画
・実
践
を
是
非
！
！ 

                       

「

き

ょ

う

い

く
」 

 
 
 

と 

「

き

ょ

う

よ

う
」 

編 

集 

後 

記 
 

 ―
 

長
寿
叙
勲
祝
賀
会 

十
二
月
二
日
（
土
）
に
開
催 ―

 

 

多
く
の
会
員
の
参
加
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！ 

支部一日研修の 

ご 案 内 

〇日時 11 月 9 日・木

13 時～16 時 

〇場所 石神井公園ふ

るさと文化会館分室 

〇テーマ 「練馬区ゆ

かりの文化人」 

＊詳細 本日配付の

ご案内があります。 
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